
消 防 訓 練 実 施 要 領 
 

出 火 日 時         年        月        日          時        分 

出 火 場 所             階  

訓

練

内

容 

火 災 の 発 見 

□ 居合わせた者が火災を発見する。 
 大きな声で火事ぶれを行い、非常ベルを鳴動させる。 
□ 自動火災報知設備のベルが鳴動する。 
 受信機を確認した後現場に向かい、火災を確認し火事ぶれを行う。 

火災発生の連絡 

□ 事務室に駆け込む。 
□ 内線電話で連絡する。 
□ 自動火災報知設備の送話器で連絡する。 
□ その他（                                           ） 

初 期 消 火 
□ 消火器で初期消火を行う。 
□ 消火栓を延長し初期消火を行う。 

建物内への周知 

□ 全館放送を行う。 
 感知器発報時の放送例 

「ただいま感知器が作動しました。確認しておりますのでしばらくお待ちく

ださい。」 

 火災確認時の放送例 
「○階、○○で火災が発生しました。安全を確認して避難してください。」 

□ 大声で建物全体に火災を知らせる。 
□ その他（                                           ） 

通 報 

□ 一般加入電話で１１９番通報する。 
□ 携帯電話で１１９番通報する。 
□ 火災通報装置（非常通報装置）で１１９番通報する。 
□ その他（                                           ） 

防火区画形成 □ 防火扉を閉めて、防火区画を形成する。 

避難／避難誘導 

□ 階段出入口で避難誘導を行う。 
□ 隣接する防火区画へ避難誘導する。 
□ 避難器具を使用して避難する。 
□ その他（                                           ） 
□ 最終避難場所で人数を確認する。 

消 火 訓 練 

□ 水消火器を使用した消火訓練〔      人実施 〕 
□ 粉末消火器を使用した消火訓練〔      人実施 〕 
 （粉末消火器・ガソリン・灯油・水を準備） 

□ 屋内消火栓（補助散水栓）を使用した消火訓練 
□ その他（                                           ） 

講 評 
□ 消防本部(消防署)の講評 
□ 自衛消防隊長又は防火管理者の講評 

実施する項目の □ にチェックマークを入れてください 



 
 
 
 

 
 
 

通  報 
「訓練火災です。」 

「住所、名称、出火場所、けが人の有無、

その人数、電話番号、通報者名を伝える。」 

火災発生 

感知器作動 

受信機で発報箇所確認 

発報箇所へ急行 

人の目による発見 

火事振れ 

「火事だ～！」 

火災を確認 

初 期 消 火 

消火器にて初期消火 
火災である旨の連絡 

（ 防災センター・事務室・守衛室等へ ） 

感知器作動について確認中の旨放送 
「ただいま感知器が作動しました。確認しておりますので

しばらくお待ちください。」 

建物内へ火災が発生した旨周知 
 
「 ○階、○○で火災が発生しました。安全を

確認して避難してください。 」 

避    難 

避難誘導 

初 期 消 火 

屋内消火栓 

その他の消火設備 


